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平成 29 年(2017 年)3 月 14 日 

厚 生 委 員 会 資 料 

健康福祉部地域スポーツ推進担当 

（第２３号議案） 

 

【第１条】中野区スポーツ・コミュニティプラザ条例新旧対照表 

改正案 現行 

第１条～第１４条 （略） 第１条～第１４条 （略） 

 （使用料）  （使用料） 

第１５条 使用者は、施設及び附帯設備（中野区中

部スポーツ・コミュニティプラザにおける屋外運

動広場の照明設備に限る。）を使用するときは、

別表に定める使用料を納付しなければならない。 

第１５条 使用者は、施設を使用するときは、別表

に定める使用料を納付しなければならない。 

２・３ （略） ２・３ （略） 

第１６条・第１７ （略） 第１６条・第１７条 （略） 

 （原状回復の義務）  （原状回復の義務） 

第１８条 参加者及び使用者（以下「参加者等」と

いう。）は、第３条に規定する事業若しくは地域

スポーツクラブ事業が終了したとき又は施設の使

用が終了したときは、使用した施設及び附帯設備

（器具を含む。第２０条において同じ。）を直ち

に原状に回復しなければならない。第１０条第１

号の規定により参加の承認を取り消され、若しく

は参加を停止されたとき又は第１４条第１号の規

定により使用の承認を取り消され、若しくは使用

を停止されたときも、同様とする 

第１８条 参加者及び使用者（以下「参加者等」と

いう。）は、第３条に規定する事業若しくは地域

スポーツクラブ事業が終了したとき又は施設の使

用が終了したときは、使用した施設及び附帯設備

を直ちに原状に回復しなければならない。第１０

条第１号の規定により参加の承認を取り消され、

若しくは参加を停止されたとき又は第１４条第１

号の規定により使用の承認を取り消され、若しく

は使用を停止されたときも同様とする 

第１９条～第２１条 （略） 第１９条～第２１条 （略） 

附 則 （略） 附 則 （略） 

別表（第１５条関係） 別表（第１５条関係） 

１ 中野区中部スポーツ・コミュニティプラザ １ 中野区中部スポーツ・コミュニティプラザ 

  ⑴ 団体使用   ⑴ 団体使用 

単位時間 施設名 

屋外運動

広場 

体育館 多目的ルー

ム 

（略） （略） 
 

単位時間 施設名 

屋外運動

広場 

体育館 多目的ルー

ム 

（略） （略） 
 

 備考 附帯設備の使用料は、当該附帯設備の使用

に要する時間１時間までごとに５００円とす
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る。 

⑵ （略） ⑵ （略） 

２ 中野区南部スポーツ・コミュニティプラザ ２ 中野区南部スポーツ・コミュニティプラザ 

⑴ 団体使用 ⑴ 団体使用 

   ア 体育館及び多目的ルーム  

単位時間 施設名 

体育館 多目的ルーム 

（略） （略） 
 

単位時間 施設名 

体育館 多目的ルーム 

（略） （略） 
 

   イ 温水プール  

区分 単位時間 使用料 

１コース １時間以内 ２，９００円 

全コース １時間以内 １７，３００円 
 

 

⑵ （略） ⑵ （略） 

 

【第２条】中野区スポーツ・コミュニティプラザ条例新旧対照表 

改正案 現行 

第１条～第２条の２ （略） 第１条～第２条の２ （略） 

 （指定管理者による管理）  

第２条の３ 区長は、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第２４４条の２第３項の規定により区

長が指定する法人その他の団体（以下「指定管理

者」という。）にプラザの管理を行わせることが

できる。 

 

 （指定管理者が行う業務）  

第２条の４ 指定管理者は、区長が指定するプラザ

について次に掲げる業務を行うものとする。 

 

 ⑴ プラザの維持管理に関すること（区長の権限

に属するものを除く。）。 

 

 ⑵ 第９条の規定により、プラザの使用を承認し、

及び当該承認に際し、条件を付すること。 

 

 ⑶ 第１０条の規定により、プラザの使用を承認

しないこと。 

 

 ⑷ 第１１条の規定により、プラザの使用の承認

を取り消し、又は使用を制限し、若しくは停止

させること。 

 

 ⑸ 第１４条の規定により、プラザへの入館を禁  
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止し、又はプラザから退館させること。 

 ⑹ 前各号に掲げるもののほか、区長が特に必要

と認める業務 

 

第３条 （略） 第３条 （略） 

（休館日） （休館日） 

第４条 プラザの休館日は、次に掲げるとおりとす

る。 

第４条 プラザの休館日は、次に掲げるとおりとす

る。 

⑴～⑶ （略） ⑴～⑶ （略） 

２ 前項の規定にかかわらず、指定管理者（区長が

プラザの管理及び運営を行うときは、区長。次条

第２項、第９条から第１１条まで及び第１４条に

おいて同じ。）は、必要と認めるときは、前項の

休館日を変更し、又は臨時に休館日を定めること

ができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、区長が必要と認める

ときは、前項の休館日を変更し、又は臨時に休館

日を定めることができる。 

３ 前項の規定により、指定管理者が休館日を変更

し、又は臨時に休館日を定めるときは、区長に申

請し、その承認を受けなければならない。 

 

（開館時間） （開館時間） 

第５条 プラザの開館時間は、次の表のとおりとす

る。 

第５条 プラザの開館時間は、次の表のとおりとす

る。ただし、区長が必要と認めるときは、開館時

間を短縮し、又は延長することができる。 

名称 開館時間 

中野区中部スポーツ・コ

ミュニティプラザ 

午前９時３０分から午後

８時４５分まで 

中野区南部スポーツ・コ

ミュニティプラザ 

午前９時３０分から午後

１１時まで 
 

名称 開館時間 

中野区中部スポーツ・コ

ミュニティプラザ 

午前９時３０分から午後

８時４５分まで 

中野区南部スポーツ・コ

ミュニティプラザ 

午前９時３０分から午後

１１時まで 
 

２ 前項の規定にかかわらず、指定管理者は、必要

と認めるときは、同項の開館時間を短縮し、又は

延長することができる。 

 

３ 前項の規定により、指定管理者が開館時間を短

縮し、又は延長するときは、区長に申請し、その

承認を受けなければならない。 

 

 （対象者） （対象者） 

第６条 プラザの利用の対象となる者は、次に掲げ

るものとする。 

第６条 プラザの利用の対象となる者は、次に掲げ

るものとする。 

⑴～⑷ （略） ⑴～⑷ （略） 

 ２ プラザを利用することができる者は、次に掲げ
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るものとする。 

 ⑴ 第３条に規定する事業又は第８条第１項に

規定する地域スポーツクラブ事業への参加の

承認を受けた者（以下「参加者」という。） 

 ⑵ 第２条の２に規定する施設（以下単に「施設」

という。）の使用の承認を受けた者（以下「使

用者」という。） 

第７条 （略） 第７条 （略） 

（地域スポーツクラブ事業の実施） （地域スポーツクラブ事業の実施） 

第８条 地域スポーツクラブは、次に掲げる事業

（以下「地域スポーツクラブ事業」という。）を

実施する。 

第８条 地域スポーツクラブは、次に掲げる事業

（以下「地域スポーツクラブ事業」という。）を

実施する。 

⑴～⑹ （略） ⑴～⑹ （略） 

２・３ （略） ２・３ （略） 

４ 前項の規定による地域スポーツクラブの会員

の登録に係る事務手数料は、次の各号に掲げる区

分に応じ、当該各号に定める額とする。 

４ 区長は、前項の規定による登録に際し、登録料

を徴収することができる。 

 ⑴ 個人会員 ５００円  

 ⑵ 団体会員 １，０００円  

５ 第３項の規定による登録の要件及び手続は、規

則で定める。 

５ 第３項の規定による登録の要件及び手続並び

に前項に規定する登録料の額は、規則で定める。 

（使用の承認） （事業への参加の承認等） 

第９条 第２条の２に規定する施設（以下単に「施

設」という。）を使用しようとする者は、指定管

理者の承認を受けなければならない。 

第９条 第３条に規定する事業又は地域スポーツ

クラブ事業に参加しようとする者は、規則で定め

るところにより、区長に申込みをし、その承認を

受けなければならない。承認された事項の取消し

をしようとするときも、同様とする。 

２ 指定管理者は、前項の承認に際し、必要な条件

を付することができる。 

２ 区長は、前項の承認に際し、必要な条件を付す

ることができる。 

 （使用の不承認） （参加承認の取消し等） 

第１０条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該

当するときは、承認をしない。 

第１０条 区長は、次の各号のいずれかに該当する

ときは、第３条に規定する事業又は地域スポーツ

クラブ事業への参加の承認を取り消し、又は参加

を停止することができる。 

 ⑴ 公の秩序又は善良の風俗に反するおそれがあ

ると認めるとき。 

⑴ この条例又はこの条例に基づく規則に違反

したとき。 

 ⑵ プラザの管理上支障があると認めるとき。 ⑵ 災害その他の事故によりプラザの利用がで
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きなくなったとき。 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、区長が特に必要

があると認めるとき。 

（使用承認の取消し等） （参加料等） 

第１１条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該

当するときは、使用の承認を取り消し、又は使用

を制限し、若しくは停止させることができる。 

第１１条 区長は、参加者から参加料及び第３条に

規定する事業又は地域スポーツクラブ事業の実

施に要する費用の一部（以下「参加料等」という。）

を徴収することができる。 

 ⑴ 使用の目的又は条件に違反したとき。  

 ⑵ この条例又はこの条例に基づく規則若しくは

指定管理者の指示に違反したとき。 

 

 ⑶ 災害その他の事故によりプラザの利用ができ

なくなったとき。 

 

 ⑷ 工事その他の都合により指定管理者が特に必

要があると認めるとき。 

 

 ２ 参加料等は、前納しなければならない。 

 ３ 参加料等の額は、規則で定める。 

 ４ 既に納めた参加料等は、返還しない。ただし、

区長は、規則で定める事由に該当するときは、そ

の全部又は一部を返還することができる。 

 （利用料金） （参加料等の減免） 

第１２条 指定管理者は、プラザの使用について別

表に定める限度額の範囲内において利用料金を定

め、これを指定管理者の収入として収受すること

ができる。 

第１２条 区長は、相当の理由があると認めるとき

は、規則で定めるところにより、参加料等を減額

し、又は免除することができる。 

２ 指定管理者は、利用料金を定め、又は改定しよ

うとするときは、規則で定めるところにより、区

長に申請し、その承認を受けなければならない。 

 

３ 第９条の規定により指定管理者による使用の承

認を受けた者（以下「使用者」という。）は、第

１項の規定により指定管理者が定める利用料金

（以下単に「利用料金」という。）を納付しなけ

ればならない。 

 

４ プラザの附帯設備（器具を含む。以下同じ。）

を使用しようとする者は、利用料金を納付しなけ

ればならない。 

 

５ 既納の利用料金は、還付しない。ただし、規則  
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で定める事由に該当する場合は、その全部又は一

部を還付することができる。 

 （利用料金の減免） （使用の承認等） 

第１３条 指定管理者は、特別の理由があると認め

るときは、規則で定めるところにより、利用料金

を減額し、又は免除することができる。 

第１３条 施設を使用しようとする者は、規則で定

めるところにより、区長に申込みをし、その承認

を受けなければならない。承認された事項の取消

しをしようとするときも、同様とする。 

 ２ 区長は、前項の承認に際し、必要な条件を付す

ることができる。 

（入館の制限） （使用承認の取消し等） 

第１４条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該

当する者に対し、プラザへの入館を禁止し、又は

プラザから退館させることができる。 

第１４条 区長は、次の各号のいずれかに該当する

ときは、施設の使用の承認を取り消し、又は使用

を停止することができる。 

⑴ 他人に危害を及ぼし、又は他人に迷惑となる

おそれがある者及びこれらのおそれがあるも

のを携帯する者 

⑴ この条例又はこの条例に基づく規則に違反

したとき。 

 ⑵ 飲酒若しくは薬物の影響で正常な行為がとれ

ない状態であると認められる者又は施設の使用

により他人に感染させるおそれのある感染症に

かかっていると認められる者 

⑵ 災害その他の事故によりプラザの利用がで

きなくなったとき。 

 ⑶ プラザにおいて許可なく物品の販売その他の

営業行為をする者 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、区長が特に必要

があると認めるとき。 

 ⑷ 前３号に掲げるもののほか、管理上支障があ

ると認められる者 

 

（原状回復の義務） （使用料） 

第１５条 使用者（第９条の規定により区長による

使用の承認を受けた者を含む。以下同じ。）は、

施設の使用を終了したときは、使用した施設及び

附帯設備を直ちに原状に回復しなければならな

い。第１１条の規定により使用の承認を取り消さ

れ、又は使用を停止されたときも、同様とする。 

第１５条 使用者は、施設及び附帯設備（中野区中

部スポーツ・コミュニティプラザにおける屋外運

動広場の照明設備に限る。）を使用するときは、

別表に定める使用料を納付しなければならない。 

 ２ 使用料は、前納しなければならない。 

 ３ 既に納めた使用料は、返還しない。ただし、区

長は、規則で定める事由に該当するときは、その

全部又は一部を返還することができる。 

（権利の譲渡禁止） （使用料の減免） 

第１６条 使用者は、施設を使用する権利を譲渡 第１６条 区長は、相当の理由があると認めるとき
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し、又は貸与してはならない。 は、規則で定めるところにより、前条に規定する

使用料を減額し、又は免除することができる。 

（損害賠償の義務） （立入りの禁止等） 

第１７条 使用者は、施設又は附帯設備に損害を与

えた場合は、その損害を賠償しなければならな

い。ただし、区長がやむを得ない理由があると認

めるときは、これを減額し、又は免除することが

できる。 

第１７条 区長は、次の各号のいずれかに該当する

者に対し、プラザへの立入りを禁止し、又はプラ

ザから退館させることができる。 

 ⑴ 他人に危害を加え、若しくは他人に迷惑を及

ぼす者又はそのおそれのある者 

 ⑵ 前号に掲げるもののほか、プラザの管理上支

障があると認められる行為をする者 

 （指定管理者の指定の取消し等に伴う使用料の徴

収等） 

（原状回復の義務） 

第１８条 区長は、指定管理者の指定を取り消し、

又は期間を定めて管理の業務の全部若しくは一部

（利用料金の収受を含む場合に限る。）の停止を

命じた場合等において、区長が臨時にプラザの管

理及び運営を行うときは、指定管理者を指定し、

又は業務の停止の期間が終了するまでの間、別表

に定める限度額の範囲内において区長が定める使

用料を徴収する。 

第１８条 参加者及び使用者（以下「参加者等」と

いう。）は、第３条に規定する事業若しくは地域

スポーツクラブ事業が終了したとき又は施設の

使用が終了したときは、使用した施設及び附帯設

備（器具を含む。第２０条において同じ。）を直

ちに原状に回復しなければならない。第１０条第

１号の規定により参加の承認を取り消され、若し

くは参加を停止されたとき又は第１４条第１号

の規定により使用の承認を取り消され、若しくは

使用を停止されたときも、同様とする。 

２ 第１２条第３項から第５項まで、第１３条及び

別表の規定は、前項に規定する場合について準用

する。この場合において、第１２条第３項中「指

定管理者に」とあるのは「区長に」と、「第１項

の規定により指定管理者が定める利用料金（以下

単に「利用料金」という。）」とあるのは「別表

に定める限度額の範囲内において区長が定める使

用料（以下単に「使用料」という。）」と、同条

第４項及び第５項中「利用料金」とあるのは「使

用料」と、第１３条中「指定管理者」とあるのは

「区長」と、「利用料金」とあるのは「使用料」

と読み替えるものとする。 

 

 （秘密保持義務等） （権利の譲渡禁止） 

第１９条 指定管理者の代表者その他の役員及びそ 第１９条 参加者等は、第３条に規定する事業若し
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の業務に従事する者（以下「従事者等」という。）

は、当該業務に関して知り得た秘密を他に漏らし、

又は自己若しくは第三者の利益を図る等不当な目

的のために利用してはならない。指定の期間が終

了し、若しくは指定を取り消され、又は従事者等

がその職を退いた後においても、同様とする。 

くは地域スポーツクラブ事業に参加する権利又

は施設を使用する権利を譲渡し、又は貸与しては

ならない。 

（委任） （賠償の義務） 

第２０条 この条例の施行に関し、必要な事項は、

規則で定める。 

第２０条 参加者等は、施設又は附帯設備に損害を

与えた場合は、その損害を賠償しなければならな

い。ただし、区長がやむを得ない理由があると認

めたときは、これを減額し、又は免除することが

できる。 

 （委任） 

 第２１条 この条例の施行に関し、必要な事項は、

規則で定める。 

附 則 （略） 附 則 （略） 

別表（第１２条、第１８条関係） 別表（第１５条関係） 

１ 中野区中部スポーツ・コミュニティプラザ １ 中野区中部スポーツ・コミュニティプラザ 

⑴ 団体使用 ⑴ 団体使用 

単位時間 限度額 

施設名 

屋外運動

広場 

体育館 多目的ルー

ム 

（略） （略） 
 

単位時間 施設名 

屋外運動

広場 

体育館 多目的ルー

ム 

（略） （略） 
 

 備考 附帯設備の使用に係る限度額は、屋外運動

広場の照明設備にあっては、当該照明設備の使

用に要する時間１時間までごとに５００円と

し、当該照明設備以外の附帯設備にあっては、

単位時間ごとに２３０円とする。 

 備考 附帯設備の使用料は、当該附帯設備の使用

に要する時間１時間までごとに５００円とす

る。 

⑵ 個人使用 ⑵ 個人使用 

単位時間 限度額 

施設名 

トレーニングルーム 

２時間以内 一般（高校生以上）４００円 
 

単位時間 施設名 

 

トレーニングルーム 

２時間以内 一般（高校生以上）４００円 
 

２ 中野区南部スポーツ・コミュニティプラザ ２ 中野区南部スポーツ・コミュニティプラザ 

  ⑴ 団体使用 ⑴ 団体使用 
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   ア 体育館及び多目的ルーム    ア 体育館及び多目的ルーム 

単位時間 限度額 

施設名 

体育館 多目的ルーム 

（略） （略） 
 

単位時間 施設名 

 

体育館 多目的ルーム 

（略） （略） 
 

 備考 附帯設備の使用に係る限度額は、単位時間

ごとに４００円とする。 

  

   イ 温水プール    イ 温水プール 

区分 単位時間 限度額 

（略） （略） （略） 
 

区分 単位時間 使用料 

（略） （略） （略） 
 

⑵ 個人使用 ⑵ 個人使用 

単位時間 限度額 

施設名 

トレーニングルー

ム 

温水プール 

（略） （略） 
 

単位時間 施設名 

 

トレーニングルー

ム 

温水プール 

（略） （略） 
 

  

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例中第１条及び次項の規定は平成２９年４月１日から、第２条及び附則第３項の規定は平成３０

年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 第１条の規定の施行の際現に中野区スポーツ・コミュニティプラザ（以下「プラザ」という。）の使用

の承認を受けている者の使用料については、なお従前の例による。 

３ 第２条の規定の施行の際現に改正前の中野区スポーツ・コミュニティプラザ条例第３条に規定する事業

又は同条例第８条第１項に規定する地域スポーツクラブ事業への参加の承認を受けている者及びプラザの

使用の承認を受けている者は、第２条の規定による改正後の中野区スポーツ・コミュニティプラザ条例の

規定により使用の承認を受けたものとみなして、当該プラザを使用することができる。 

 


